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血
液
事
業
な
ど
幅
広
い
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め

の
活
動
資
金
の
協
力
を
し
て
い
た
だ
け
る

社
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
賛
同

の
う
え
赤
十
字
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。▼

募
集
期
間

５
月
１
日
（
土
）
〜
31
日
（
月
）

社
会
福
祉
課

　

（
２
５
）
８
１
２
０

　
　

ま
た
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
朽
木
地
域
は
支
所
）

 　

新
旭
花
菖
蒲
園
で
は
「
〜
春
の
ぶ
ら
り

花
街
道
〜
ル
ピ
ナ
ス
春
の
花
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す
。
ル
ピ
ナ
ス
は
別
名
「
の
ぼ

り
藤
」
と
も
言
わ
れ
、
そ
の
雄
大
な
花
穂

の
存
在
感
は
見
事
で
す
。
関
西
最
大
級
の

ル
ピ
ナ
ス
畑
へ
、ぜ
ひ
ご
来
園
く
だ
さ
い
。

▼
開
園
期
間　

４
月
29
日
（
木
）
〜
６
月
４
日
（
金
）

▼
開
園
時
間　

９
時
〜
17
時
（
入
園
は
16
時
ま
で
）

　

▼
場　
　

所　

　
　

新
旭
花
菖
蒲
園

▼
入
園
料　

大
人
３
０
０
円　

小
人
１
５
０
円

道
の
駅　

し
ん
あ
さ
ひ
風
車
村

　
（
び
わ
湖
高
島
観
光
協
会
新
旭
支
所
）

　

（
２
５
）
６
４
６
４

　

春
の
「
く
つ
き
の
森
」
を
ガ
イ
ド
の
案

内
で
歩
き
、
林
の
中
で
ヨ
ー
ガ
体
験
を
行

い
ま
す
。

　

芝
生
の
広
場
で
マ
ッ
ト
を
使
っ
た
ヨ
ー

ガ
を
行
い
、
ベ
ジ
タ
ブ
ル
手
料
理
を
ラ
ン

チ
に
味
わ
い
ま
す
。

　

森
林
の
空
気
と
健
康
食
で
体
の
芯
か
ら

美
し
く
な
り
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

　
　

５
月
12
日（
水
）
10
時
〜
14
時

▼
場
所　

　
　

森
林
公
園　

く
つ
き
の
森

▼
定
員　

20
人

▼
費
用　

　
　

２
，
５
０
０
円

　
　
（
昼
食
、
保
険
、
体
験
料
込
み
）

　
　
　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
レ
ン
タ
ル
代
別
途　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
円

▼
申
込
方
法　

　
　

メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
話

　
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

麻
生
里
山
セ
ン
タ
ー

　

（
３
８
）
８
０
９
９

　

（
３
８
）
８
０
１
２

　

asosatoyam
a@
zb.ztv.ne.jp

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
差
別
や
い
じ
め

な
ど
、
人
権
に
関
わ
る
問
題
で
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か
？ 

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
人

権
擁
護
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日　

時

５
月
12
日（
水
）　

13
時
〜
16
時

▼
場　

所

　
　

高
島
市
役
所
本
庁  

１
階
会
議
室

　

▼
対
象
者　

ど
な
た
で
も

人
権
施
策
課

　

（
２
５
）
８
５
２
４

　

一
人
で
悩
み
を
抱
え
る
の
が
つ
ら
い
…

と
感
じ
た
時
、
話
し
を
聞
い
て
も
ら
う
と

心
が
軽
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
専
門

の
女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
あ
な
た
の
悩
み

を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
あ
な
た
に
合
っ

た
解
決
の
手
が
か
り
を
一
緒
に
考
え
て
い

き
ま
す
。

▼
相
談
日
・
場
所

　
《
働
く
女
性
の
家
》

５
月
８
日（
土
）、12
日（
水
）、19
日（
水
）

　
《
新
旭
公
民
館
３
ー
１
研
修
室
》

　
　

５
月
26
日
（
水
）　

▼
時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分　

　
　
　
　

※
相
談
時
間
は
50
分

▼
対
象
者

　
　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
女
性

▼
申
込
方
法

　
　

専
用
電
話
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
予
約
制
）

　
　

専
用
電
話　
（
２
２
）
４
０
５
２

　
　

受
付
時
間　

９
時
〜
17
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
火
〜
土
曜
日
）

【
男
性
の
た
め
の
悩
み
相
談
】

　

滋
賀
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の

「
男
女
共
同
参
画
相
談
室
」
を
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
専
用
電
話　

　
　

０
７
４
８
（
３
７
）
８
７
３
９

　

相
談
日
時

　
　

○
火
・
水
・
金
・
土
・
日
曜
日

　
　
　

９
時
〜
正
午
、
13
時
〜
17
時

　
　

○
木
曜
日

　
　
　

９
時
〜
正
午
、
17
時
〜
20
時
30
分

　
　

　

ど
ち
ら
の
相
談
機
関
も
、
費
用
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

働
く
女
性
の
家

　

（
２
２
）
５
７
７
５

  

日
本
武
道
館
で
開
催
予
定
の
全
国
戦
没

者
追
悼
式
に
参
列
さ
れ
る
ご
遺
族
の
方
を

募
集
し
ま
す
。

▼
開
催
日　

　
　

８
月
15
日
（
日
）

▼
対
象
者　

　

戦
没
者
（
原
爆
、
一
般
戦
災
死
没

者
を
含
む
）の
原
則
と
し
て
配
偶
者
、

子
、
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
（
原
則

１
柱
１
回
限
り
）
で
、
８
月
14
日
か

ら
15
日
の
１
泊
２
日
の
団
体
行
動
が

で
き
る
方

▼
定　

員　

50
人

　
　

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

▼
参
加
費　

５
，
０
０
０
円
程
度

▼
募
集
期
間　

　
　

５
月
１
日
（
土
）
〜
５
月
17
日
（
月
）

　
　

※
当
日
消
印
有
効

▼
応
募
方
法

　

は
が
き
に
、
①
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
戦
没
者

と
の
続
柄
・
電
話
番
号
、
②
戦
没
者

の
氏
名
・
本
籍
都
道
府
県
名
を
記
入

し
申
し
込
み
先
へ
。

・

滋
賀
県
健
康
福
祉
政
策
課
平
和
・

　
　
　

援
護
担
当

　
　
　
　

 

〒
５
２
０
ー
８
５
７
７　

　
　
　
　
　

大
津
市
京
町
四
丁
目
１
ー
１

　

０
７
７
（
５
２
８
）
３
５
１
４

「
日
本
さ
く
ら
名
所
百
選
」
と
し
て
名

高
く
樹
齢
70
年
を
数
え
る
海
津
大
崎
の
桜

並
木
を
守
っ
て
い
く
た
め
、
地
元
の
方
々

を
中
心
に
地
域
内
外
の
方
が
会
員
と
な
っ

て
「
美
し
い
マ
キ
ノ
・
桜
守
の
会
」
を
結

成
し
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
美
し
い
景
観
を
後
世
に
継
承
し
て

い
く
た
め
次
の
活
動
を
行
い
ま
す
の
で
、

活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

《
下
草
刈
り
》

▼
日　

時　

　
　

５
月
16
日(

日)　

９
時
〜

▼
集
合
場
所

　
　

マ
キ
ノ
町
海
津
地
先(

旦
過
公
園)

▼
持
ち
物　

　
　

草
刈
機
・
鎌　
　
　
　
　
　
　
　
　

　《
施
肥
お
よ
び
苔
取
り
》

▼
日　

時　

　
　

５
月
30
日(

日)　

９
時
〜

▼
集
合
場
所　

　
　

マ
キ
ノ
町
海
津
地
先(

旦
過
公
園)

　

※
当
日
７
時
に
雨
・
風
・
雷
の
注
意
報

が
発
令
さ
れ
て
い
る
場
合
は
中
止
し
ま

す
。美

し
い
マ
キ
ノ
・
桜
守
の
会

　

代
表
事
務
局
（
市
役
所
マ
キ
ノ
支
所
）

　

（
２
７
）
１
１
２
１

「
広
げ
よ
う 

地
域
に
根
ざ
し
た 

思
い

や
り
」
を
基
本
と
し
て
、「
第
２
次 

民
生

委
員
児
童
委
員
発　

災
害
時
一
人
も
見
逃

さ
な
い
運
動
」
の
も
と
、
地
域
の
特
性
を

活
か
し
、
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
た

め
、
全
国
に
は
約
23
万
人
、
そ
の
う
ち
高

島
市
内
に
は
、
私
た
ち
１
５
１
人
の
民
生

委
員
児
童
委
員
が
日
頃
か
ら
地
域
に
根
差

し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
を
し
て
い
く
た
め
に

は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
存
在
に
つ
い

て
、
地
域
住
民
や
関
係
機
関
・
団
体
等
に

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
な
ど
、
信
頼
関

係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
一
番
大
切
で

す
。子

育
て
や
高
齢
者
介
護
な
ど
で
お
困
り

の
時
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
お
近
く
の
民
生

委
員
児
童
委
員
に
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
民
生
委
員
児
童
委
員
の
名
前
や
連

絡
先
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
各
地
域
の

保
健
セ
ン
タ
ー（
朽
木
地
域
は
朽
木
支
所
）

ま
た
は
市
役
所
社
会
福
祉
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
島
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　

連
合
会
（
事
務
局
：
社
会
福
祉
課
）

　

（
２
５
）
８
１
２
０

　

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
で

は
、
大
学
・
大
学
院
・
短
大
・
高
専
・
専

修
学
校
（
専
門
課
程
）
に
今
春
進
学
さ
れ

た
方
を
対
象
に
、
奨
学
金
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

奨
学
金
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
在
学
し

て
い
る
学
校
の
奨
学
金
窓
口
ま
で
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

　

受
付
期
間
は
、
各
学
校
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
の
で
、ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
海
外
留
学
を
希
望
す
る
方
の
予

約
奨
学
金
や
短
期
留
学
の
た
め
の
奨
学
金

も
あ
り
ま
す
の
で
、
在
学
中
の
大
学
や
出

身
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て

は
、
機
関
保
証
制
度
へ
の
加
入
、
も
し
く

は
連
帯
保
証
人
・
保
証
人
の
選
任
が
必
要

で
す
。

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）

　

０
５
７
０
（
０
３
）
７
２
４
０

　
　
（
奨
学
事
業
部
）

　

http://w
w
w
.jasso.go.jp/

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
ハ
イ
チ
大
地
震

や
チ
リ
大
地
震
の
被
害
に
対
す
る
国
際
救

援
活
動
を
は
じ
め
、
昨
年
の
兵
庫
県
佐
用

町
に
お
け
る
大
雨
災
害
時
の
救
護
活
動
や


